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光
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台
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岡
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台
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執

行

委

員

長

書

記

長

副
執
行
委

員
長

執行委員

大
教
組

中
央
委
員

会

計

監

査

書

記

次

長

和

泉

地

区

泉
北
教
組
臨
時
大
会
を
開
催

し
、
13
年
度
役
員
を
下
記
の
よ

う
に
決
定
し
ま
し
た
。
お
忙
し

い
な
か
、
参
加
い
た
だ
い
た
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
致
し

ま
す
。

今
回
の
臨
時
大
会
は
女
性
部

大
会
と
の
共
催
と
い
う
形
で
行

わ
れ
、
冒
頭
の
委
員
長
あ
い
さ

つ
で
は
、
今
回
で
委
員
長
を
退

く
堀
﨑
委
員
長
か
ら
『
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
』
の
問
題
点
を
最
新

の
泉
北
教
育
の
記
事
を
紹
介
し

な
が
ら
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「
経
過
報
告
と
当
面
す
る
た
た

か
い
」
で
は
、
書
記
長
よ
り

『
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
と
評
価
シ

ス
テ
ム
の
賃
金
リ
ン
ク
の
問
題
』
、

『
公
務
員
の
退
職
金
の
大
幅
削

減
の
問
題
』
を
中
心
に
話
が
あ

り
ま
し
た
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト

問
題
で
は
職
場
署
名
や
学
習
会

の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
問
題

だ
ら
け
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
廃

止
に
追
い
込
む
た
た
か
い
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。ま

た
退
職
金
の
大
幅
削
減
と

病
休
制
度
の
改
悪
の
問
題
で
は
、

十
分
な
審
議
も
な
く
当
然
の
よ

う
に
削
減･

改
悪
が
行
わ
れ
て

い
く
流
れ
が
あ
る
こ
と
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、

教
職
員
の
声
を
結
集
し
て

い
く
た
め
に
、
改
め
て
組

合
員
拡
大
に
取
り
組
む
必

要
性
が
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
そ
の
た
め
に
今
後
計
画

さ
れ
て
い
る
新
歓
フ
ェ
ス

タ
な
ど
の
行
事
に
若
い
教

職
員
の
参
加
を
呼
び
か
け

る
こ
と
の
大
切
さ
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

「
女
性
部
の
あ
い
さ
つ

と
提
案
」
で
は
、
今
後
の

女
性
部
の
運
営
の
た
め
に

「
女
性
部
細
則
」
「
女
性

部
役
員
選
出
規
定
」
の
改

定
が
提
案
さ
れ
、
女
性
が

こ
れ
ま
で
勝
ち
取
っ
て
き

た
権
利
を
守
り
発
展
さ
せ

る
こ
と
の
大
切
さ
が
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

大
会
参
加
者
か
ら
の
発

言
は
、
「
①
泉
北
の
臨
海
地
帯

の
地
震
問
題
に
つ
い
て
」
「
②

青
年
フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
て
」

「
③
４
月
６
日
に
予
定
し
て
い

る
新
歓
フ
ェ
ス
タ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
「
④
退
職
金
大
幅

削
減
の
問
題
に
つ
い
て
」
「
⑤

女
性
の
立
場
か
ら
、
安
心
し
て

働
け
る
職
場
を
め
ざ
し
て
」

「
⑥
政
治
の
教
育
へ
の
介
入
と

体
罰
や
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
問

題
」
の
６
名
で
し
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
青
年

部
が
集
ま
り
対
話
の
会
が
も
た

れ
ま
し
た
。

子どもたちのための最善の教育条件を確保するために泉北教組はがんばります。
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【人
事
異
動
に
つ
い
て
】

【
要
望
】

教
職
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
本

人
の
希
望
と
合
意
に
基
づ
き
お
こ

な
い
、
強
制
異
動
は
お
こ
な
わ
な

い
こ
と
。
又
、
転
勤
希
望
者
は
、

優
先
的
に
異
動
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

教
職
員
人
事
に
つ
い
て
は
、
忠

岡
町
教
育
委
員
会
基
本
方
針
に
基

づ
き
行
っ
て
参
る
。
ま
た
、
本
人

の
希
望
に
つ
い
て
は
、
一
定
考
慮

し
て
参
り
た
い
。

【
要
望
】

管
理
職
人
事
に
つ
い
て
は
、
憲

法
・
教
育
基
本
法
を
遵
守
し
、
教

育
的
理
念
及
び
識
見
に
お
い
て
多

く
の
教
職
員
の
信
頼
を
得
て
い
る

者
を
配
置
す
る
こ
と
。
教
職
員
以

外
の
任
用
を
行
わ
な
い
こ
と

【
回
答
】

考
慮
し
て
い
る
。
民
間
人
校
長

任
用
の
予
定
は
な
い
。

【
要
望
】

「
初
任
者
」
の
配
置
に
あ
た
っ

て
は
、
加
配
教
員
を
配
置
す
る
よ

う
府
教
委
等
へ
要
望
す
る
こ
と
。

ま
た
、
配
置
校
教
職
員
の
負
担
増

と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
地
教
委
と

し
て
配
慮
す
る
こ
と
。

【
回
答
】

初
任
者
加
配
教
員
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
府
教
委
に
要
望
し
て
参

る
。

【
要
望
】

従

来
か
ら

確
認
さ
れ

て
い
る

「
異
動
対
象
者
」
適
用
除
外
に
つ

い
て
こ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
。

・
生
後
１
年
未
満
の
子
女
を
育
児

中
の
も
の
。

・
休
職
中
及
び
長
期
病
欠
中
の
も

の
。

・
妊
娠
中
及
び
、
産
休
中
の
も
の

及
び
高
齢
者
の
も
の
。

【
回
答
】

認
識
し
て
い
る
。

【
要
望
】

「
教
職
員
の
評
価
・
育
成
シ
ス

テ
ム
」
の
「
賃
金
リ
ン
ク
」
「
授

業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
」
を
撤

回
す
る
よ
う
府
教
委
に
要
請
す
る

こ
と
。

【
回
答
】

町
教
委
の
範
疇
で
は
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
課
題
に
つ
い
て
は
、

府
教
委
に
対
し
提
起
し
て
い
く
。

【障
害
児
教
育
に
つ
い
て
】

○
児
童
の
実
態
に
見
合
っ
た
教
員

の
加
配
。

○
障
害
種
別
に
応
じ
た
学
級
認
定
。

○
ダ
ブ
ル
カ
ウ
ン
ト
制
の
復
活
を

希
望
。

○
教
室
に

エ
ア
コ
ン
設
置
、
シ
ャ

ワ
ー
、
ト
イ
レ
の
設
置
、
網
戸
の

設
置
な
ど
の
要
望
を
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
、
中
学
校
に
お
い

て
生
徒
数
減
少
に
よ
り
、
支
援
学

級
数
の
現
状
維
持
は
困
難
と
の
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

泉
北
教
組
は
２
月
13
日
、
忠
岡
町
教
育
委
員
会
と
「
障
害
児
教
育
に
関

わ
る
要
望
書
」
及
び
「
人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書
」
に
基
づ
き
交
渉
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
以
下
の
通
り
で
す
。


